
第１回 近江八幡市特別職報酬等審議会 会議概要 

日時 令和４年１１月７日（月） 

午後３時から午後４時３０分 

場所 市役所４階 第１委員会室 

＜出席委員＞ 

 平居新司郎委員（会長）、岩井由紀子委員（会長職務代理者）、青山 孝委員、 

田井中卓也委員、堤 昭憲委員、髙木敏弘委員、小川貴子委員 

＜欠席委員＞ 

佐野智哉委員 

＜事務局＞ 

岡田清久総務部長、秋山直人総務部次長兼人事課長、犬井章夫人事課長補佐 

 

＜開会＞ 

●市長 あいさつ 

 

●委嘱状交付（青山委員に代表交付） 

 

●審議会委員及び事務局自己紹介 

 

●会長及び会長職務代理者の選出 

委員一同･･･事務局一任 

事務局･･･会長に平居委員、会長職務代理者に岩井委員を提案 

委員一同･･･異議なし 

 

●市長より審議事項を諮問 

 ・近江八幡市議会議員の報酬額について 

・近江八幡市長・副市長及び教育長の給料の額について 

（市長退席） 

 

＜審議＞ 

 会長の進行により審議 

諮第１号 近江八幡市議会議員の報酬額に関する諮問について 

（事務局） 

＜「近江八幡市議会専門的事項のあり方調査委員会調査報告書」及び「県内１３市

及び類似団体比較表」に基づき説明＞ 

  



（委員） 

県内で特別職に対し、地域手当を支給している例はあるか。 

  

（事務局） 

現在、県内で特別職に対し、地域手当を支給している団体はない。 

  

（委員） 

県内他市と比較して、長年、近江八幡市は据え置かれている状況にある。 

  

（委員） 

物価を考えると引下げるという選択肢はないように思う。 

  

（委員） 

専門的事項に係る調査報告書はどこが作成したものか。 

  

（事務局） 

議会の依頼に基づき、学識経験者を委員とする近江八幡市議会専門的事項のあり方

調査委員会により報告されたものである。 

 

（委員） 

他市との比較だけでなく、近江八幡市の財政状況からの議論も必要ではないか。 

  

（事務局） 

現在、本市の財政状況は良好である。県内他市、類似団体と比較しても議員報酬は

低い状況にあると認識している。 

  

（委員） 

平均より低いのは間違いないが、ただ県内でも一定の差が見られる。 

  

（事務局） 

中核市である大津市は他市よりも一段高い状況にあり、また、旧町の合併団体は、

一般的に低い状況にある。 

 

（会長） 

 皆さんの議論から方向性としては、引上げるとの認識でよいか。 

  



（委員） 

引上げるのに異論はないが、施策に対する要望からの議論はここでするべきではな

いか。 

  

（会長） 

施策の議論については、本審議会の所掌外と認識する。 

  

（委員） 

承知した。 

  

（会長） 

議員報酬については、引上げるとの方向でいいか。 

  

（委員一同） 

異議なし。 

 

諮第２号 近江八幡市長・副市長及び教育長の給料の額に関する諮問について 

（事務局）  

＜「県内１３市及び類似団体比較表」に基づき説明＞ 

資料からも事務局としては、現給料額は妥当と考えている。 

  

（委員） 

平成２６年度の審議会でも据え置きとの結論になったとのことであるが、事務局と

して、今回も据え置きとされる根拠は。 

  

（事務局） 

県内の他市の平均よりもやや上回っていることからも現状で妥当と考える。 

市長の報酬については、平成３０年８月から令和４年３月まで公約に基づき３０％

減額されていたことから、この間、報酬審議会での議論はしていない。 

  

（会長） 

市長、副市長及び教育長の給料については、据え置くことでいいか。 

  

（委員一同） 

異議なし。 

 



（会長） 

時間もあるので、報酬を引上げることとした「近江八幡市議会議員の報酬額に関す

る諮問について」、具体的な金額の考えについて、意見をお伺いしたい。事務局から

提案はあるか。 

 

（事務局） 

資料にもお示ししているとおり、県内他市や類似団体の平均額を踏まえ、また、引

上げ幅に関しては議員報酬総額の範囲内ということ、また社会情勢等も踏まえ、議

長、副議長、議員について各２万円引上げることを提案したい。 

 

（委員） 

人口規模が同規模の守山市の議員報酬は３８万２千円であるが議員定数は２０人で

ある。 

東近江市や長浜市の議員報酬が３７万円となっており、そことの比較にも留意する

必要がある。 

  

（委員） 

議員定数の削減２名から７２万円が浮いてくることからの各２万円引上げというこ

とか。 

  

（事務局） 

２万円を出してきた経過は、まずは他市の平均との比較である。 

  

（委員） 

各市、人口規模や議員定数が違うなかで一定の根拠づけも必要と考える。 

  

（会長） 

議長、副議長、議員の引上げ幅が一律でいいのかという考えもある。 

 

（委員） 

若い有望な人材を求めるためにも議長、副議長よりも議員に重点を置いて引上げる

という考えもある。 

 

（会長） 

本日での結論には至らないので、ただいまの議論も踏まえ、次回の審議会で引き続

き、市議会議員の報酬額の具体的な引上げ額の議論をしたい。 



  

次回日程 

 令和４年１１月２８日（月）９時～ 第１委員会室     

    

 


